
▶岡崎市中央図書館大量アクセス事件

• 中川圭右さんが自作プログラムによる新着本データの自動収集を試
みる

→図書館のサーバーが頻繁に落ちるように

• 図書館側がサーバーの管理をする三菱電機インフォメーションシス
テムズ(MDIS)に対応を求める

→解決不可

• 図書館側は警察に被害届を提出

→中川圭右さんは偽計業務妨害の疑いで逮捕



▶逮捕に至ってしまった理由
• MDISの対応不足

→レンタルサーバーからのアクセス停止

→類似した事例の未報告

→助言の欠陥

• 図書館側の欠陥

→正式な手順を踏まない被害届の提出

→ICT知識の欠如

→ソフトの未改修

• 弁明の論点のズレ

→故意性の否定の不十分さ

プロバイダ
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【正式な手順】



▶これからの課題

• 「クローリングは一般的でプログラムをかける人々にとっては
日常的な行為」

• 図書館員のICT知識の欠如
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